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~t.環境とは一一総和としての環境一一

.環境とはぺともと生物学的用語であり，生物が身を
置いている外界を指すが，単なる客観的世界ではなく，

生物の生存，生活lCなんらかの意味を持つ外界を言う。

生物の存在には遺伝要素と環境要素の二つが働くわけで

あるが，高等動物になるにしたがって環境要素が一層強

く働いている。人間もまた生物である以上，遺伝要素と

環境要素によってその存在形式を決定される。しかしち

っとも高等な動物である人間の場合には当然そこに作用

する環境要素も複雑多岐にわたり，単lC自然環境にとど

まらず，文化環境・社会環境と呼ばれるものの影響を受

けることになる。あるいはまた外的環境・内的環境と呼

ふ・区分によれば，外的すなわち地理的環境によるもの

が，ーたん内的，すなわち行動環境とよばれる心哩的な

世界を通じて人間に作用をおよぼしてくる。

環境という用語が比較的早く用いられたのは，環境衛

生という 言語さであろう。人間を一生物としてみた医学用

語がもっとも早く普及したのは，さきにみた ζ とからも

.当然であったかもしれない。しかし順次拡大して，人間
の生活を取囲む総体的な条件lζ着目し，生活環境・都市

環廓・段村環境などの言葉も用いられ，乙の環境のあり

方が人間の生活を決定する乙とが，ょうやく認識される

に至ってきた。したがって住宅・道路・公園・下水道・

上水道などがパラパラではなく，一つにまとまった生活

環境胞設という言Z応のも とに， 統一的に論じられるよう

になってきたのである。

すでに人聞に作用する環境要素は大気図と地球表厨に

4 留らない。実用化された通信衛星は，人間相互のコミュ

ニケーション iζ重大な役割を果しており，宇宙空間もま

た人間の環境要素として直接に作用してきている。

また空間的な環境要素の外に，社会的・文化的・経済

的環境も盛大な役割を果しているととは，社会科学の進

歩にともないますます明らにされて〈る。その上，自然

環境・施設.ß;V1.'!と相互に影塁手しあった総体的環境を形成
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してくるのである。一例をあげれば所得配分のアンバラ

ンスという経済環境が，社会的ストレスを増して社会環

境を悪化させ，犯罪・病気などが直接間接lζ人間生活lζ

影響をおよ lま し， 物的にはスラムの発生をまねいて都市

環境を低下させ， ζれらの環境改善手段として，スラム

・クリアランスや生活保護施設・医疲施設の設置が行な

われる。警察派出所の増設や，職業安定所が乙のような

環境に対する対策として設置きれる乙ともある。

今乙乙で，人隠の環境条件の全部をあげる乙とは不可

能であるが，社会・ 経済的環境と施設環境・自然環境は

相互にむすびつきあってお り ， ζ れらの環境要素は個々

別々ではなく，人間を中心としてその周辺にからまりあ

いながら乙れに作用し，形成されている外界の総和とし

ての環境が認識を高めている。環境は ζの場合，あくま

でも人間の生存と生活にかかわりあうものであり，また

復雑な人間iζ作用する外界の総体慨念として，新しい意

義をそなえてくるのである。

~ 2. 人間生活と環袋

人間と環境との関連については早くから論じられてい

るが乙れを体系的にとらえたのはおそらくドイツの地理

学者ラッツエルであろう。彼の所論はいわゆる環境決定

論と言われるもので，人は地上i乙住み，地の富によって

生き，骨を地中lζ埋めるものである。地を離れてに人は

存在せず，自然環境の差が人類文化に決定的な役割も果

しているという徹底したものである。 環境決定論はアメ

リカにおいて，ハンチントンに継承され，有名な「気候

と文明」はとのような思想を盛った代表作ある。ハンチ

ントンによれば，位置・地勢・水系・土壌および鉱物・

気候を環境の五大要素としてとりあげている。

しかし環境決定論はあまりに色人類文化を縞物的にみ

た，植物地理学ともいうべきであって，自然と社会ない

し人間との関係は決して ζ のように図式的(C回定化され

たものでも，不可変的なものでない乙とは通常われわれ
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の知っていると乙ろである。向ーあるいは類似の自然環 作ったのは，雨・風や寒さから身を守る有利なm.ty~を創ー

鋭 lとあ りながら ，一方は牧草.地，他方は耕地にな った 造したのであり，土を耕し，種子をまくのは，自然生の

り，さらに鋲溶が ， 道路や土地所有の形館からさまざま 果実をあさる ζとなく，土自らの生産力を人間のために

の形式をとったりする。乙のため環境決定論を修正 し，

自然条件が一方的に文化を規定するのではな く，その土

地の自然条件は人類の意思によってその意義を発すると
>/1: 

したのがフ ラ. ンスのブラーシュである。すなわち与えら

れた自然条件は，さまさ.まの土地利用の可能性を提供す

るが，実際にその可能性の中で何を選ぶかは，そ乙 lζ住

む人々によって選択さ れ，自然条件から一方的に土地利

用が決るものではないとしたのである。 乙れが環境決定

論〈環境論) ，ζ対して可能治と呼ばれるも のである。

自然環境は人間の原始時代の未だ生物的段階において

は，他の生物と同じく直接影響をおよ{ます乙とが多かっ

たであろう。野生の果実をあさっているだけの生活で

は，自然環境が乙れらの産物を与えるか否か，衣服がな

いでも生息できる気候である か否かが，人間の生荏[乙対

して決定的な条件になる。しかし人間が土地を耕作し，

利用したのである。

自然は人間 l乙暴威を加える一方，大きな恩恵を与えて

きた。大地は作物を生ずる生容の基礎であり，太陽は乙

れを育てる恵の泉であった。チグリス・ユーフラテス，

ナイル，インダス，ガンジス，黄河などの大河のほとり

に古代文明が栄えたのは，空気と太陽の外に，もっとも

大きな恵である水を治めたからで，大規績な土木工事lζ , 

よる筑堤によって，人聞は大量に一定の土地!1:定着でき

るようになり，人間を養う可容量を飛躍的に増大させ1た

のである。 /1

乙のような人間の定住の基礎的な自然開発にひきわづ

いて，フエニキヤ人やギリシャ人は地中海という夢法れ

た条件の中で船をあやつって地理的開発を行なっていっ

た。さらにローマにおいては，直線道路による陸上空間

の開発と，水道・地下貯水地の建設による大規模な生活

/"一

作物を裁倍するにおよんでは，自然条件は未だかなり大 環境の関発が行なわれ，古代社会の開発の一つの完成形

きなウエイトをもちながらも，むしろ労働過程を媒介lζ を見せるのである。

して始めて複雑な人間の社会経済生活に作用するように 中世を経て，重商主義時代の開発は，スペインのポル

なる。都市生活や，工場生産が始るにおよんでは，自然 トカ'ルによる略奪的植民地開発になり，金鉱・サトウキ

と人間との関係はより間接的になってくる。 ビ・ワタ・コーヒ・アイなどの鉱物農産物資源を，原住

乙のような状態では，生の自然環境 b さる乙となが 民の労働と自然の一方的強制搾取として行なわれた。

ら，所定の自然条件にいかに手を加えていったかが，人 18世紀の産業改革以後はワットの蒸気銭関(1769) ア

聞の存在を決定するようになってきた。さきにも見た如 ークライトの水力粉績様(1769) フルトンの蒸気船(1807)
く，人聞に作用する環境は，単に 自然環境のみでなく， スチープンソンの汽車 (1819) などの発明など，産業技

人間自らの手になる文化環境・社会環境を加えた総和と 術開発を中心lとして行なわれ，乙れらの有力機械を利用

しての環境として，人間生活を規定 してくることにな して，その空間開発，資源開発の度合は急速に勢を増し

る。 ー てきた。とのため燃料としての森林乱伐による森林資源

環境決定論は，自然環涜と人間文化をグイレクト lζ む の澗渇，土壌侵蝕による地味の低下などの現象が生じ，

すびつけた乙とに問題はあったが，環境条件が人間文化 一部都市の急激な膨脹は，不良住宅地を生み，矛盾が山

lζ決定的影響を与える という因果関係 11:着目した乙と 積してきた。とくに労働者は，自然と切りはなされ，騒

は，きわめて卓見であったと言うべきであろ う。

ことマわれわれが総和としての環境を考えるときに，

Ð;i筋論は新しい意味を生じてくる。かつて気候や地形が

人間の文明を決定づけたように，人間の造出した総体的

環境要素が人間の生活を向上させ，あるいは低下させる

カギを握っている ζ とが明かにされてきているからであ

る。人間社会は与えられた環境でなく，現在では自らの

潔境lζ責任を持っている。その~JJíのあり方いかんが文

明の進歩を決定づけるのである。

~ 3. 開発のあゆみ一一自然開発から環境の開発へ

人間のE芝史は ，人聞が自然にその労力を加え，乙れか

らいかに新しい自Ij (，自を生みにし，入聞に有利に変!Qして

いったかに始まる。木をとり，土を ζ ねて自らの住居を
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音と盛挨の中 lζ放置され，日光や新鮮な空気と，霊堂な緑

の自然の中で，労働の中でその再生産を行なう循遺作用

がとぎれ，労働力の廃疾が加速される ζ とになった。 ζ

の結果，外部lζ は値民地争奪，戦争の形で，内部lζ は労

働運動の昂揚，社会改良運動などによってそのストレス

の是正や解放が計られたが，結局は産業開発の矛盾が生

活E苦境の恕化lCシワ寄せされることになった。

このため 20 世紀，とくに第 1 次大戦後の開発は ζ の

ような矛盾の解消のために，消極面としては都市の再開

発，生活環的施設の整備となって現われたが，さらに積

極的 11:は， TVAの例lζ見るように，近代的総合開発と

なって現われ，一面的開発による矛盾の発生を防止する

開発理念、が生れてきたのである。

また自然に対しでもきわめて積極的な大規般な開発が

計画され，ペーリング治似のしめ切りによる北極ifíjの混

(2) 



水化，シペリヤの気候改造とか，エジプトのカックラ低 工業地域を形成するに至った。 ζれは，リリエンソ-)レ

地の湖水化による発電と砂波地帯の湿潤化のような，従 の言うとおり民主主義の勝利というべきであろう。

*は人間の手にとっては全く考えらたなかった気候の変

イじさえ可能になりつつある。 ζの意味でも環境決定論

は，むしろ開発環境論と変更されるべきであろう。

ﾗ ﾗ X 

~ 4. 自然開発の基本問題

20世紀後半は原子力開発と，宇宙開発がその焦点、に立

っている。今や地球上の諸点は，わずか数時間をもって

とれらの関発の歴史をふりかえっみると，単純な自然 相互に往復できる。人闘の足跡の至らないところはほと

の利用開発や，経済開発が，しだいに総体的な環境の閲 んどなくなっている。乙のような状況の色とに，自然改

発iζ向いてきた乙とが分る。一方的な自然や人間の掠奪

的開発は，結局一時的繁栄を もたらすにすぎなかったこ

とは歴史が明らかにしている。

古代国家がいずれも没落していった乙と，地中海女明
の酒落は，ハンチントン{ζ よれば，気候の変化があり乙

れらの地帯がその適順さを失ったのを主原因にしている

が，しかしむしろ総体的環境条件の調整の手段と能力

(制度・社会体制をふく めて〉を失ったととに大きな原

因があると思われる。自然は一方的掠奪lζは必ず報復を

行ない，地味を溜らし，気候さ えもうるおいを失わせる

のである。

Æ高主義時代!(栄えたス ペイン・ポルトガル 2 国もま

た，総体的な環境の開発{とは着目せず，一方的な自然と

人閲の利用のみを目標としたため，世界史の歩みからお

造は急速に進められている。早晩地上のいたると乙ろ，

人類は変更の加えられない自然はなくなってしまう fごろ

う。しかし自然は一度変更されればふたたひ・修復は不可

能である乙とが多い。そしてかえって手ひどい復讐を人

闘に加えてくる ζ とは，歴史にてらしてみても，また最

近のいわゆる人災とよばれる災害を見てる明らかであろ

つ。

自然を開発する以上，人間と自然の調和を計ってゆく

のは人間の責拐であろう 。 われわれは太陽や空気や水を

澗れる ζ とのない泉であり，無限の供給源と考えてき

た。乙れらの要素は自然財として経済財とを区分され

て，直簸経済活動lζ関係のないものとされていた。しか

し人間が自然を関発していった現代において，スモッグ

は太陽の光をさえぎっているし，空気は汚染され，煤煙や

くれをとっている。 亜硫酸ガス，はては柿カ♂ ンに影響するといわれる 3 .4 べ

産業資本時代の開発では， 爆発点、に近づいた環境変化 ンツパイレンも検出され，清浄な空気は都市内では得が

に対して，とにかくも ζれを食いとめるために多大の後 たい高価なものとされている。水はさらに得がたいちの

牲を払っているが，環境条件の総体的把握による手段が になり，その供給量が工業立地の大きなモメ手になって

適切に打たれている国と，乙れをおこたった国が，長い いる。経済学が「国民の富」をその対象にしながら乙れら

聞に大きな差を生じてきた。 の総体を経済過程の中でとらえる ζ とをお乙たり自然の

環境の総合的開発によらなければ，資源開発・空間関 破痩を放置していった乙とは，人聞にとって大きな不幸

発・技術開発や経済開発も其[ζ効果を発揮できない ζ と であったと言わねばならないだろう。水はすでに経済財

はようやく明かになりつつある。目的の中心となるべき として重視されているし，他の要素も経済的価値の認識

人間不在の開発は意味をなさないからである。われわれ を高め自然はそれが失われた時lζ始めて今までそれがど

• 

は 20 世紀的な代表的自然開発例としてTVA胡つて は恩恵を人脈与えてくれたか同がつくのである。 e
いる。乙 ζでは強力な権力が，企業的弾力性と合理性の われわれの開発の価値基準として利便性や快適性lとあま

もとで行使され，しかも古代のごとく，ー専制君主のた りに重きをおきすぎたのではないだろうか。現代は生き

めではなく，地域住民ひいては国民全部の福祉のために 生き踏切jする人間を抑圧してしまっているのではないだ

行なわれている。 計画の目叡は，少くとも次の 6 つある。 ろうか。物質的合理主義が人間 l乙与えられた高度の精神

a 洪水調節・発電・船速のため多目的ダム 生活を破駿させているのではないだろう'か。 ζ のような

b 鉱害の排除による荒廃地利用 疑問が自然への憧僚となり， 20世紀IC入ってからとくに

c 土嬢保全，林業の改革=振興 自然保護運動が盛んになっ た。 ζれは人関文明 lζ対する

d 安価な電力による伐村屯化，多角段場経営

e 工業化の促進

f 厚生観光事業

乙れに見るとおり地主主住民を合めた人間中心の全環境

の関発IC向けられており，古米しばしば洪水をひきお ζ

危機感をその根底((持っているといってよい。

原子力エネルギーはまずまず大規模の自然改造を行な

う可能性を付与している。しかしそれだけに高いVision

と合理性に宮んfご計画が行なわれなければならない。 ζ

ζでいう合理性と l主総限的合理性でなく，人間に対する

し，流域lζはマラリヤなどの伝察病が発生し， 民民の生 深い洞察をも った新しい合盟主主の上 l乙築かれるべきで，

活も遅れていたのが，現在では合衆国の中で重要な民村 非開発もまた一つの佃i他fごという高次の判断と ~I'ii留を必

(3) -427-
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要とする。

TVA ó l-illiiのお導理念、と してリリ エンソ ールは「自然-

e の一件性」を力説している 。 t1 11の忠弘である自然は一つ

の均衡を持っており，一部を乱すことは必ず全体の均衡

を乱すから，部分の計闘に も常[こ全体計画との関連を考

慮 し自然との協調が必要だと りう のである。

20凶紀後半は，自らの手で現在まで開発を行ない，改

変を加えていった人間が，自らの存在を悶われる時代で

一面的開発のみ行なわれる。 その問題点の所在と今後の

方向の主な点をひろ ってみる。

5-1 環tJ.í条件の総合計算を可能にする 乙と。

現在の個別主体を中心とする会計制~では ， 総合的な

社会的価値の算定ができない。 Tこだ一個人や企業につい

て利益があったかなかったかだけが算定される。乙のよ

うな状態は地方公共団体の財政のうえでも同一でみ り，
開発効果の総合的算定は，単lζ財政上の収支のみに終っ

ぁ b. 環境の開発， Eを備 IC当たる者の使命は人類の運命 て，その地域が将来にわたって受ける便益を算定しては

を絡げた霊大な責務を負っているというべきで高い英知 いない。国民所得計算 L 結局乙れら個別の経済主体会

と総合的な判断に立つ高度の計画性が要求される。 計の総和として現れ，真の環境条件の計算lまされていな

S 5. 環境の開発の問題点

い。したがって自然の開発にしても ，どんな決定的な損

害を自然に与えようとも， 同じ 100 億円の投資があれ

ば. 100 億円の価値が計上されるだけである。 ζれ IC対

しかし上にのべたような総合的な環境の開発は現在の していわゆる外部経済論や，社会的費用の問題がとりあ

唱 . と とろなかなか行なわれす\特定者のためト時的かつ げられているのはJ うした欠航対する反省である

d 

頂上を自然のままに保護し，側面からその景観をたのしむ7

ッターホルγのスキーリフト

が ， さらに突込んだ環境条件の総合的算定方法の確立 ない。

と，乙れの公開衆知が行なわれなければならない。個別 5-2 生産環境の偏重をさげ，価値基準の総合性を設

経済主体の一時的利主主のために，せっかくの自然価値を 立すること。

無にしてしまう乙とのないようにするためには，価値判 総合的環境算定の解決には江お時間を要しょうが，最

断の忽拠をまず改める必要がある。マックーホルンの頂 近生産の外部環境として産業基盤投資たとえば道路・港

上 IC ケーフ.ルカーをかける ζ とは，観光収入の増加はあ 湾・工業用水などについては，その効率性が論議される

るにせよ，自然のEt鋭価値の7 イナスを考えると ，その ようになってきた。しかしとのような価値基準の中心は

開発は行なうべきでないと判断された高次の英知が日本 人間の総合的な生活環境に重点をおくべきであろう。生

においても可能にならなければならない。 産環境のみの上昇を目叡にして，生活環境の向上を軽視

開発には7 イナス面はっきものである。とくに自然関 すれば，長期的には労働力の沼i~J化，買の低下をまねき

値そのものは，マイナスの作用を受ける乙とが多いだろ 遂には生産性も低下するに至り，生産環境自体も悪化す

う 。 したがって開発のプラスとともに必ず乙うしたマイ るからである。生産の上界も所得の向上，生活の充笑を

ナス首iの総合計釘が行なわれなければならない。そうで 行なって，人間生活のきや加をその日開とするのであるか

なく一方的開発価値の算定は近世初期の綜祢開発と災ら ら，乙のような総合的仙i他基~/[のもとに環境が考えられ
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なければならない。人聞のもつ彼雑な生活内容から し え，諸邸の開発を行なうにも ， :Jt"~MドJなllJ1念や !日 .也か

て，視覚的なj盆型物や，人陪lの心tí'jを形成するアクセサ ら ， 経済filjijjj . 社会計画までで段泌を生じ ， 一足とぴIC

リーやl~五1]， 自然の森の緑や小鳥のさえずりさえもが ， 技術的造型的設計 (C飛び ， 建築家を始め環境技術家は，

人間を笠かにするものである以上，その価値を高く 評臼li その未端iを担当させられその結果は仰別的ならぎるをえ

しなければならないのである。 なかった。しかし意図や椛想，つづいて社会的・粁.済的

5-3 環境開発 lζ関する学問と技術の確立を計ること 前提まではかなり 画一的な処理ができるとしても，乙れ

各専門分野がますます分化してゆく乙とは，学問のj住 mを実際自然 IC手を加lえ，いかなる形lζ定益するかは，同

展にとって必要な乙とでもあり，望ましいととであるの ーの梢惣についてさえ，かなり，nったものができ，個別

しかし，人間環境を形成しE芸術してゆく建築 ・ 土木 ・ 造 的解答が必要とされる占事実同一情在!・同一投資につい

園・社会学や，経済学などが，それぞれの研究や実務を て，無数の具体的解答ができる。そのうちから一個の正

進めながらも， fEl1�. IC共通した広場を持つ乙とはかなり しい答:を得る乙とが計画{i:課せられた展大の任鈎で ， ζ

困難を感じている。同じ建築の中でさえ，各専門分野の の点をおろそかlとすればと.んな大防組 L 結局人間の生前
d 

外では互に言葉が通じにくい。すでに見てき たとおり人 を充実させる乙とはできなし、。

聞の総体的環境についてはきわめて広汎な知識と技術と もらろん ， 建築 6 土木ちその他技術t， . より 美 しいも

洞察力を要し，乙れらのすべての分野lζ各専門家と同じ の，より安全なもの，より能率的なちの，より経済的な

深さをもっζ とは無理であろう。むしろ個々の環境に関 もの等々を追求するために ， 多くの解答から一つの答を

する専門分野はその道を深めると ともに，自然の調和と 求めているわけfごが ， それらの活動を真 IC意義あるむの • その利用を計り ， 将来を考えた人類の総体的環境条件を とするためにも，個々の段階でなく，人間環境の向上と

物的に整備してゆく一つの総合技術が新しく必要になっ しての計画が重複されるのである。

てくるであろう。専門分化につれて新しい総合手段が逆 われわれはTVA計画のルース.ベル ト大統領の教書を

l己開かれて乙なければ，とくに総体的犯握を必要とする 思いお乙してみよう。 r計画性に欠けるという乙とで人

人間環境の開発援備は不可能である。乙のような新しい 類がし、かに資源を浪費したかという実例を残々はよく HI

科学と，乙れを行使する専門家が生れる乙とが ， 自然と ってb 、る。今やより 一層高い計画性を進展せしめる べき

人間との調和を確立する道につながるものと考えられ 時になった。」という言葉は乙の諸要件の編湊した現代

る。乙の道はさらに人類の存続と繁栄につながるもので についてー属強〈叫ばれねばならない。計画とは政治や

ある。 ζ 乙では人間の価値をあらためて確認する人間の 経営の問題ではなく ， 人間の問題であり，人聞を中心l乙

科学であらねばならない。 した科学であらねばならない。道路や鉄道が政治で定る

乙とが現実IC行なわれることもあるが，科学としての，n-

~ 6. â十菌性の確立 函が総体的価値判断の認識に立って行なわれるようにな

れば，結局政治や社会の盗勢を正してゆくことになるだ

従来まで，人間環協の整備開発を物的面で担ってきた ろう。

建築家・土木家 ・ 造国家 ・ 都市計画家らは何をしてきた

のだろうか。たしかに個々の建築・道路・下水・区画整 ~ 7. むすび

理などの事業の通じて. 1同別的な環境の改普の役剖をは

すでに見てきたとお り， 附則の開発はJ然と人 .たしてきた。しかしその結果としてきた自然の食いちら

しゃ現代大都市の混乱は個々の努力が人間環境の改善lζ 聞の調和 1点、を求め，人間生活を充実させる ζ とになる。

ほとんど無力である乙とを感ずるのである。われわれは 開発の名のもとに，人闘がその本来の~を失なうのは本

まず例々の設計・や事業の自íf(C. その地域の総合的な青|商| 末転倒である。自然はιìI画一的な調和よろしきをえれば今

を確立し，とれをおしすすめるための強力な機関・計画 後とも人類にその窓をふえるし ， 失敗すれば， 永久に人

を作成するための市門学とその機附を持たねばならな 間の栄光を失うことになるだろう。現在はすでにその長

L 、。 終段階(c逃している 。

乙の計画とはよ1)なる未来のL肢を揃たい絵でもなければ 球tJ~の開発を分担するすべての学者 ・ 技術r.- .専門家

倒々の事業員 l-ûlJîの必隙で も なく. 11J!論や数字fごけでもな はその協力態勢をかため，徹底的な人1m尊重のーとから ~f

い。 ζ の3-1 聞はさきにのべた人間球協の開発 l乙関する新 然の もつ倒的をもう一度2汚えなおし，次のl時代への辺住

しい学問と技術lζ立ってお り， 経済的 ・社会的分析や， を残してやる乙とが現代 iζ烈せられた課凶.である。

法規. 'm'J!日経営技術を総合的にV;g佼 しながら具体的物的 (tlh1f.環境問発セ γ !l -JI 凶 :11 ;長〉

技術手段とかJiii(自治型力ミ与をそのあるべきルートにおい

て活用させる ζ と により成立する。従来自然に手を加わ
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